
令和 3 年度 下 半期 指定管理者管理運営状況シート

●施設の概要

非公募

利用料金 料金徴収なし

●利用状況

●業務の履行確認

指定管理者名 社会福祉法人　中部学院福祉会

指定期間 平成29年4月1日～令和4年3月31日まで

選定方法 公募

施設名 岩野田児童センター 所管課 子ども未来部子ども支援課

所在地 岐阜市粟野東１丁目９５番地

施設概要
◇構造：鉄筋コンクリート造２階建　◇敷地面積：１，０９５．０３㎡　◇延床面積：５３２．４２㎡　◇施設
内容：遊戯室、幼児室、集会室兼図書学習室、図工室、おもちゃ図書館、事務室兼静養室、駐車場

R03下半期 R03上半期 R02下半期 R02上半期 R01下半期

料金制 使用料

指定管理委託料（年額） 16,078,376円

施設の設置目的 児童に健全な遊びを与えて、その健康を増進し、又は情操を豊かにすることを目的とする。

8,107

移動児童館利用者数 216 237 304 0 922
利用者数
（単位：人）

来館者数 5,911 4,181 5,743 3,220

※19
開館日数（単位：日） 151 93 150 101 126

各室稼働
状況

移動児童館実施回数（単位：回） ※8（8） ※10（10） 13 0

自主事業・
提案事業 － －

            ※実施回数（施設未設置地区実施回数）

区　分 確　認　事　項 履　行　状　況

利用者
サービス

①開館日・開館時間の遵守
②適切な人員配置
③広報の方策
④苦情への対応
⑤仕様書、事業計画書に基づく事業の実施

① 通常通り開館。「岐阜市第６波感染拡大阻止宣
言」発出により１月２1日～３月６日行事中止。
② 所長（常勤・児童厚生員）、正規職員（常勤・児童
厚生員）　非常勤職員３人（内1人児童厚生員）。
③ 広報誌月刊「わくわく」を毎月発行・配布（小学校・
公民館・自治会回覧、一部幼稚園・保育園、北部ふ
れあい保健センター・北市民健康センター、近隣のイ
ベントホール）。ホームページへの記載、指定管理者
の広報誌「済美学院報」に児童センターのお知らせを
掲載。
④ 利用者への普段の話しかけにより苦情やニーズ
を的確につかむよう心掛け、利用者アンケートを実施
しその結果を、館内に掲示。
⑤ コロナウイルス感染拡大防止対策のため実行でき
なかったこともあるが、事業計画書に基づくようにでき
る限りの努力実行。



●利用者評価

施設管理

①施設設備の保守点検の実施
②施設の衛生管理に対する配慮、快適に利用できる状態の保持
③省エネルギー並びに環境への負荷の軽減に努めること
④施設・設備・備品等の維持管理

① 指定管理者（法人本部）連携のもとに適切に実
施。
② コロナウイルス感染防止対策のため、１階１６時３
０分、２階１７時にそれぞれのおもちゃを集めて部屋
ごと、クローラ水を用いて噴霧消毒。破損等の点検を
実施。各部屋の使用済のおもちゃは箱に入れてもら
い、時間を見計らいオゾン式保管庫を利用。各部屋
の出入り口・ドアノブ・トイレ便座・洗面台は、時間を
決め消毒。週２回は、就労促進事業清掃班による清
掃。トイレスリッパについて毎日アルコール消毒をし、
日曜日除菌のためにバケツの中につけ置き火曜日
に天日干しする。1週間交代でこれを繰り返す。　年３
回床のワックスがけ・エアコン清掃・ガラス磨きを委託
業者に依頼。検温用サーマルカメラの導入。
③ 職員間で節電の意識を持ち、使用してない部屋の
消灯、冷暖房節約、節水に努めた。
④ 施設、備品等の点検は随時行う。玩具については
破損がある場合おもちゃ病院での修理を依頼。屋外
遊具の定期点検（年２回）実施。　備品購入・委託事
業等は法人の経営する施設と一括することで経費の
節減を図っている。

利用者アンケートの
実施状況

【保護者用（一般来館・クラブ参加）アンケート】
令和4年1月4日～令和4年3月20日　保護者（一般来館・クラブ参加）にアンケート（無記名）を実施。
回答者数92人
【小・中・高校生用アンケート】
令和4年1月4日～令和4年3月20日　来館した児童・生徒にアンケート（無記名）を実施。
回答者数100人　小学：1年8人、2年22人、3年28人、4年12人、5年21人、6年5人
　　　　　　　　　　　中学：1年1人、2年0人、3年3人
　　　　　　　　　　　高校：1年0人、2年0人、3年0人

施設修繕

下記の観点からの修繕実施状況
①迅速・適切な修繕の実施
②指定管理者のノウハウを生かした修繕・整備

① 大規模な修繕、（階段亀裂修繕のため張替・遊戯
室地窓鉄格子修理）について市に要望し修理済。（遊
戯室等雨漏り・建物外壁塗装・遊戯室内柱上部破
損・）については、市に要請を提出。
② 簡易修繕については、指定管理者（法人本部）に
相談し行う。

危機管理・
法令遵守

①個人情報の保護
②非常時の対応策
③関係法令の遵守

① ～③適切に実施。
個人情報保護・非常災害対策計画を整備し、随時職
員間での話し合いを持ち、利用者を交えた避難訓練
を計画、確認しあっている。
　



利用者アンケートの
実施結果

<保護者用（一般来館・クラブ参加）アンケート>
【校区】　岩野田北（35人）　岩野田（19人）　常磐（12人）　長良東（5人）　長良西（４人）
　　　　　長良（４人）　その他市内（9人）　その他市外（4人）
【年齢】　10代（0％）　20代（8％）　30代（83％）　40代（8％）　50代以上（1％）
【利用頻度】　初めて（12％）　ほぼ毎日（0％）　週2～3回（4％）　週1回（13％）　2週間に1回（22％）
　　　　　　　　 月1回（32％）　その他（17％）
【来館相手】　子（89％）　孫（1％）　友人（4％）　その他（6％）
【子・孫の年齢】　0才（15％）　1才（27％）　2才（28％）　3才以上（30％）
【来館方法】　徒歩（22％）　自転車（1％）　自家用車（77％）　公共交通機関（0％）　その他（0％）
【何で知った】　ホームページ（31％）　広報紙・チラシ（5％）　学校（2％）　保育所・幼稚園（5％）
　　　　　　　　　　 知人・友人（25％）　ぎふし子育て応援アプリ（2％）　ソーシャルメディア（0％）
　　　　　　　　　　 その他（30％）
【評価】
（あいさつ）・・・・・・・満足（96％）ほぼ満足（3％）普通（1％）やや不満（0％）不満（0％）無回答（0％）
（言葉づかい）・・・・満足（96％）ほぼ満足（3％）普通（1％）やや不満（0％）不満（0％）無回答（0％）
（利用者対応）・・・・満足（92％）ほぼ満足（8％）普通（0％）やや不満（0％）不満（0％）無回答（0％）
（利用しやすさ）・・・満足（72％）ほぼ満足（25％）普通（3％）やや不満（0％）不満（0％）無回答（1％）
（整理整頓）・・・・・・満足（83％）ほぼ満足（17％）普通（0％）やや不満（0％）不満（0％）無回答（0％）
（清潔感）・・・・・・・・満足(81％)ほぼ満足（15％）普通（4％）やや不満（0％）不満（0％）無回答（0％）
（換気）・・・・・・・・・・満足（85％）ほぼ満足（13％）普通（2％）やや不満（0％）不満（0％）無回答（0％）

<小・中・高校生アンケート>
【学校名】　岩野田北小（73人）、岩野田小（16人）、岩野田中（4人）、常磐小（4人）　その他（3人）
【学年】　小学：1年（8％）、2年（22％）、3年（28％）、4年（12％）、5年（21％）、6年（5％）
　　　　　  中学：1年（1％）、2年（0％）、3年（3％）
　　　　　　高校：1年（0％）、2年（0％）、3年（0％）
【利用頻度】　初めて（2％）、毎日（1％）、週4・5回（4％）、週2・3回（17％）、週1回（17％）、
　　　　　　　　その他（59％）
【来館相手】　ひとりで（14％）、友人（45％）、父母（23％）、その他（18％）
【来館方法】　徒歩（26％）、自転車（44％）、自家用車（30％）、バス・電車（0％）、その他（0％）
【好きな遊び】（重複回答）
　　　　　　　　　　バドミントン（43人）、ドッジボール（26人）、卓球（22人）、皿回し（19人）、
                      トランプ（14人）、人生ゲーム（13人）、ウノ（12人）、オセロ（11人）、
　　　　　　　　　　カロム（10人）、バスケット（9人）　等

利用者からの
要望・苦情と
対処・改善

要望⇒回答
・0歳児教室への参加、ベビーマッサージ以外も開催して欲しい。赤ちゃんとの遊び方、声かけ、手あ
そび、離乳食教室など。
⇒0歳児教室は、おもちゃ作り、リトミック、クリスマス会等を行っています。また離乳食指導の講座も
開催しています。児童センターのHPや月刊紙〔わくわく〕等をご覧いただき、ご確認してくださいますよ
うご理解ご協力をお願いします。受付窓口でLine登録をして頂ければ、情報発信もしています。声を
おかけください。
・いつも笑顔で迎えて下さって嬉しいです。小学生と未就学児が一緒に遊べる部屋があるとありがた
いです。
⇒コロナ禍で小学生・未就学児が同じ空間を利用できない状況なので、ご理解ご協力をお願いしま
す。
・トーマスのおもちゃがあると嬉しいです。トミカもあるとより楽しめるなと思います（1Fしか利用してい
ない為2Fにあったらすいません）
⇒トーマスのおもちゃは、1階おもちゃ図書館にあります。コロナ対策のため使用後は消毒するので、
使用中だったと思われます。ご迷惑をおかけしています。
・新しいおもちゃがふえるといいなあ……・おもちゃが増えたらうれしいです
⇒新しいおもちゃは少しずつ取り入れています。コロナ対策のため消毒していることがありますので
ご不便おかけしています。
・洋式のトイレもほしい。・洋式トイレを2階に設置してほしい
⇒トイレの件に関しては、市役所担当課に依頼をいたします。



●指定管理者の選定基準に基づく評価

指定
管理者

所管課
評価

委員会

Ｓ Ｓ Ｓ

Ｓ Ｓ Ｓ

Ｓ

A Ｓ Ｓ

A Ａ Ａ

A Ａ Ａ

Ａ Ａ Ａ

S Ｓ Ｓ

Ａ

Ａ Ａ Ａ

Ａ Ａ Ａ

Ａ

Ａ Ａ Ａ

Ａ Ａ Ａ

S Ａ Ａ

Ａ Ａ Ａ

Ａ

Ｓ Ｓ Ｓ

Ｓ Ｓ Ｓ

Ｓ

区 分 選定基準 評　価　項　目 具体的な業務要求水準
評　　価

公平性
透明性

住民の平等利
用が確保され
ること

①平等利用を確保するための体
制、モニタリングなど

・利用者アンケートの実施
・運営委員会の開催

②情報公開、広報の方策
・利用者アンケート結果の公表（館内掲示など）
・広範で適切な情報提供・広報活動の実施

区分評価

効果性

事業計画書の
内容が、対象
施設の効用
（設置目的）を
最大限発揮す
るものである
こと

③既存業務の改善、工夫又は新規
事業等の実施

・業務改善や工夫又は新規事業（行事）等の実施

④利用者ニーズ、苦情などの把握
方法、対応方策及びサービスの質
を確保するための体制

・利用者アンケートの実施
・利用者ニーズ・苦情・クレームへの着実な対応・運営へ
の反映

⑤利用者に対するサービス向上の
方策（窓口応対、プロモーション、設
備の整備など）

・利用者へのサービス向上に繋がる方策の実施

⑥利用促進、利用者増の方策 ・利用促進や利用者増に繋がる方策の実施

⑦施設の効用（設置目的）を最大限
発揮できるスタッフの配置

・児童厚生員を2人以上、その他の職員（施設が児童セン
ターの場合は体育指導員）を1人以上配置（このうち最低
1人は常勤職員とすること）

区分評価

効率性

事業計画書の
内容が、管理経
費の縮減が図ら
れるものである
こと

⑧指定管理経費の妥当性 ・収支計画の妥当性及び適正な予算執行

⑨管理経費縮減の具体的方策
・管理経費縮減に繋がる方策の実施（リサイクルやリユー
ス、節水・節電など）

区分評価

安定性
安全性

事業計画書に
沿った管理を
安定して行う
物的能力、人
的能力を有し
ていること

⑩組織及びスタッフ（採用予定者も
含む）の経歴、保有する資格、ノウ
ハウ、専門知識等

・児童厚生員を2人以上、その他の職員（施設が児童セン
ターの場合は体育指導員）を1人以上配置（このうち最低
1人は常勤職員とすること）

⑪スタッフ（採用予定者も含む）の
管理、監督体制

・事務分掌等に基づく管理・監督体制並びに事務分担の
実施

⑫スタッフ（採用予定者も含む）の
人材育成の方策

・職員の資質向上を図る研修の実施又は研修会への参
加

貢献性

事業計画書の
内容が、岐阜市
あるいは施設が
ある特定の地域
（以下「地元」と
いう。）の振興、
活性化などに貢
献できるもので
あること

⑭地元の法人その他の団体の育成
（一部業務の再委託先）、地元住民
の活用（雇用又はボランティア等）

・地元の諸団体との連携、交流
・地元の法人その他団体の育成又は地元住民・高齢者・
障がい者等の活用

⑮地元での社会活動等への参加
・地元の振興、活性化などに貢献できる社会活動等への
参加（地元行事への参加）又は地元の団体・住民との協
働事業等の実施

区分評価

⑬リスクへの対応方策（防止策、非
常時の対応マニュアルなど）

・危機管理（リスク）や非常時対応のマニュアルの整備
・リスク防止策の実践

区分評価



●指定管理者の取組みに対する自己評価(良否、課題と解決策など)
① 子育て支援
・ 　コロナウイルス感染拡大防止のため１０月より開館し、幼児クラブも前半後半各８組定員で開催した。開館し
た際には、来館者の方々に、消毒の徹底を理解してもらい、また密も避けて遊んでいただけるよう声かけをした。
幼児クラブ等行事開催時には、ジョイントマットを利用し距離をとるようにした。玩具もしっかり消毒しお渡しするこ
とを徹底し、保護者には理解してもらうことができた。安心して来館できる雰囲気づくりのため、来館利用者には
声をかけ、話を聴くよう随時努力をした。
・ 幼児クラブ登録時にSNSのＬｉｎｅ登録を導入し、クラブ参加の出欠、及び予定の確認をスムーズに行うことが出
来、一般来館者にも要望があれば登録を促し児童センターの情報を発信し有効に活用していることは評価でき
ると思う。

② 児童健全育成
･  コロナ禍での来館促進のため、正月あそびでは『イベントラリーカード』を活用し、シールを集めることにより遊
びに楽しく参加できるようにした。
・ 　行事が出来ない時期もあったが、出来る時は個々に声かけをし、友達同士繋がれるように遊びを展開した。
消毒の徹底、マスク着用、密にならないで遊ぶ、対面する遊びは避ける等々、配慮した。
・ 　子どもたちと一緒にカブトムシの飼育を続けている。カブトムシ用腐葉土の取り替え、幼虫の観察など、日常
で体験しない飼育体験を子どもたちと一緒に行っている。
・ 　コロナウイルス感染拡大防止対策のため入館カードの様式を、名前はもちろん、サーマルカメラを導入して体
温を計測して記入、連絡先の電話番号の確認、消毒の徹底、マスクの着用、体の変化（家族も同様）を細かく
チェック項目を設け記入してもらうようにした。入館時に貴重品（自転車の鍵・携帯電話等）を預かる際、お互いに
触れることのないよう、ケースにビニール袋を被せ対応している。マスク忘れの入館者には、こちらから提供し
た。トイレスリッパについて毎日アルコール消毒し、日曜日には除菌のためバケツの中につけ置いている。火曜
日には天日干し、1週間ごと繰り返し実施する。
・ 水分補給には気を付け持参した水分をとってもらうよう、呼びかけた。お茶等持参してない子には、こちらで予
め準備したお茶を、使い捨ての紙コップを準備し、水分補給に心がけた。

前回までの意見を
踏まえた取組み状況

・　ランチルームを開設予定で準備をしていた。今後コロナ感染拡大防止の様子をみながら考えていきたいと思
う。
・　平日の宿題持参も気軽に出来るようになり、コロナウイルス感染拡大防止対策のため対面にならないよう環
境設定を整え実施した。
・　外部講師、特に中部学院大学・中部学院大学短期大学部との連携の関係性をさらに深め、コロナウイルス感
染拡大防止対策のため事前申し込みにして、子育て講座【母学キャンパス】の取り組みをした。３回シリーズのと
ころを４回に増やし子育て講座の取り組みを実施。
・　幼児クラブへの参加者にはLINE登録を促し利用者が使いやすいようにした。また一般来館の保護者にも、入
館時に行事等の開催のお知らせを受け取るとことが出来ることを説明し、賛同された方には登録を促した。その
ことにより、保護者対象の行事、「母学キャンパス」「幼児クラブ」等開催のお知らせを、クラブ活動に参加してな
い保護者にも呼びかけができるようにした。それにより行事の中止・延期等のお知らせがスムーズに行えるよう
になり、保護者から支持された。この取り組みは評価できると思う。
・　利用者アンケートでの意見を尊重し、コロナウイルス感染拡大防止対策のためトイレ便座・洗面台・ドアノブは
時間を決め定期消毒を、また閉館に合わせ、１階は１６：３０、２階は１７：００におもちゃを集め、クローラ水を使用
し部屋ごとに噴霧消毒を実行しています。
・　新しいおもちゃを入れてほしいとの要望に応え、順次取り入れている。
･ 駐車場の白線がわかりにくいという利用者の声を受け、白線をわかりやすく引き直した。
･ 「Ｖ・わくわく隊」の活動で、大きなお祭りの代わりになるような行事がしたいという、隊員の意見を取り入れ「お
楽しみ会」を計画し進めた。日程が当初の計画より延期したが、子どもたちによるゲーム進行により子どもの自
主性を育む良い機会になった。プレゼント製作も進んで行い積極的に取り組んでいた。参加者の中には「Ｖ・わく
わく隊」、に入りたいと希望する子も出て、４月より受け付けることとし、順調に進め取り組むことが出来た。

③ 地域活動
・ たからばこ、コッコのおはなし、おはなしポケット、おもちゃ病院は地域活動のため、開館しているときはコロナ
ウイルス感染拡大防止対策をとり活動の実施を促した。
・ 放課後等デイサービス事業者と連絡を取り、コロナウイルス感染拡大防止対策を確認し、来館利用を実施し
た。
･  岩野田・岩野田北まちづくり協議会と連絡をとりH・Pに月刊「わくわく」を掲載。

今期の取組み
に対する評価



●所管課の意見

●指定管理者評価委員会の意見

○新型コロナウイルス感染症対策を策定したマニュアルにそって適正に消毒・換気等を行った。
○コロナ禍で活動が制限される中ではあるが、感染対策を徹底する中で講座やイベントを工夫しながら行うことができている。
また、小学生のボランティア隊の活動や、地元自治会、高齢者施設等と交流や連携に努めることができている。
○情報共有や情報発信においてメールやLINEを活用し、利用者の利便性向上を図った。
○事故等の発生も無く、安全安心な施設運営に努めたことは評価したい。
○職員体制や経営状況については、問題なく運営が行われている。

今後も新型コロナウイルス感染拡大防止対策を徹底した上で、利用者が安心安全に過ごすことができるよう配慮していただき
たい。
管理運営については適正になされている。
子どもたちの主体的な取り組みを今後も継続していただきたい。

今後の取組み

・ 外部講師（特に中部学院大学・中部学院大学短期大学部との連携）の関係性をさらに深め、コロナウイルス感
染拡大防止対策には十分配慮し子育て講座の取り組みを強化していきたい。
・ 児童センターで開催している活動を、より一層利用者に届けられるよう幼児親子を対象に、来館時にLine登録
を促し、情報発信をさらに進める。
・ 放課後児童クラブへの働きかけを引き続き行い、要請を受けていく。
・ 小学生ボランティア隊「V・わくわく隊」の活動について、特に「高齢者施設訪問」は地域でも期待されているの
で、今後も続けていきたいが、コロナウイルス感染拡大防止対策の観点から、他の関わり方も模索していきた
い。
・ 利用者アンケートでの意見を尊重し、コロナウイルス感染拡大防止対策のための消毒作業等、クローラ水（次
亜水）を用いた噴霧消毒を徹底していく。
・ 避難訓練は重要課題と捉え、来館自由な児童館で、臨機応変に対応できるよう、取り組む。
災害避難に向けて、避難場所への誘導訓練も三密を避け取り組めるようにする。
・ 来館者（特に初めて来館の方）にはコロナウイルス感染拡大防止対策のため丁寧に接し、わかりやすく児童セ
ンター利用の説明をし、楽しく過ごしてもらえるよう、細心の気配りをする。
・ 担当小学校との連携を密にしコロナ禍での対応について、情報を共有する。
・ サーマルカメラの導入により事務効率を良くしている。


